
平成２１年９月２８日（月）～１０月４日（日）〔平成２１年第４０週〕の感染症発生状況 
第４０週で報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）突発性発疹となっています。 
インフルエンザは、定点あたり１１．１７と約２．３倍に増加しました。これは、３９週に９月の大型連休があり患者数が少

なかったことが原因と考えられますが、インフルエンザの流行発生注意報基準値である定点あたり１０を超えていますので、こ
れから大きな流行が発生する可能性があり、今後の発生動向には注意が必要です。

発行 川崎市健康福祉局健康安全室・衛生研究所・各区保健福祉センター（保健所） 

インフルエンザ発生状況（３年間）
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感染性胃腸炎発生状況（３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、何の病気が流行しているか！

第４０週報告数第２位 

第４０週報告数第１位 

 

第４０週はインフルエンザの報告数が増加し、定点あたりの報告数が平均で１０を超えました。

これは、今後４週間以内に大きな流行が起こる可能性が高いということを意味しています。 

次に示す「基本の６ヶ条」を実践して、インフルエンザの予防に心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 急な発熱、せき、鼻水などの症状が出た場合には、かかりつけの医療機関または近くの医療機関に相談しま

しょう。新型インフルエンザの相談及び医療機関の紹介については下記までご連絡ください。 

インフルエンザ流行発生注意報発令！！

インフルエンザの予防法 基本の６か条 
 

         

                       

 

①うがいと手洗い 
②外出時のマスク

③人ごみを避ける ④十分な睡眠 

⑥バランスが
取れた食事

⑤十分な 
加湿

＜川崎市救急医療情報センター＞（医療機関の紹介） 

開設時間：３６５日２４時間 

電話番号 ■オペレーターによる案内：044-222-1919 

■音声・ファックス自動応答装置による案内

044-222-3399 

＜発熱相談センター＞（新型インフルエンザの相談）

開設時間：月～金（祝日を除く）8：30～17：00 

電話番号 044-200-2692 

FAX     044-200-3928 


